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市財政収入の一部に寄与することを目的とし、裏表紙に広告を掲載しています。なお、掲載している広告内容については津市が保証しているものではありません。

※費用には例外や変更もありますので詳しくはホームページをご覧ください ※主たる事務所は名古屋税理士会所属 ※本広告は令和4年2月時点のものです
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焼畑地蔵
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南神山の焼畑地蔵
　安濃町南神山から安濃川の支流・穴倉川に沿っ
て美里町日南田へ向かう県道穴倉南神山津線沿い
の丘陵の南面に、「焼畑地蔵」と呼ばれる地蔵が
お堂の中に安置されています。元は数十メートル
離れた場所にありましたが、県道の拡幅により現
在の位置に移されました。
　地蔵菩薩は、奈良時代に全国各地で信仰が始ま
り、近世には民間信仰と結合し、あらゆる願いを
かなえてくれる仏像として信仰されました。菩薩
でありながら、頭を丸め身に袈裟をまとう親しみ
のある僧形の立像は、地蔵菩薩の中で最も多い形
で、南神山の焼畑地蔵もこの形をしています。
　この地域に住む人々の安全祈願や魔除け地蔵と
して建てられたとみられるこの焼畑地蔵は、裏面
の銘文から、文政４(1821)年に洞津の石工・池宮
氏によって彫られたことや、現在の松阪市にある
朝田寺の僧侶により開眼供養が行われたことが分
かります。
　花崗岩に彫られた高さ2.1ｍ・像高1.6ｍのこの

地蔵は、安濃地域で最も大きい石仏です。光背は
船形をしていて、右手は手の平を前に向けた与願
印(仏が民衆の願いを聞き届け成就させることを示
した印相)で、左手には宝珠
を持っています。頭部の後ろ
にある円光には、朱色で塗ら
れた跡(写真)があり、制作時
には彩色されていたのではな
いかと考えられます。
　今でも焼畑地蔵の両側には花が供えられてお
り、地域の人々の厚い信仰を集めていることがう
かがえます。
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